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「生命のしくみ」は永久に科学者の諜姐であろうと存じます． 私は， 本シンポジウ

ムの IntroductoryRemarksといたしまして，臨床医学と医学的な人獄生態学の立j易

から払見を述べてみたいと存じます．

臨休医学におきましては， Integrity を／，主総といたしまして人間をとらえておりま

す 同時に．人間が．単独生存をれされない事実を認めなければなりません．そこに

社会との凶辿におL、て倒体を考える社会医学の.111¥.lfiuが先生するのでございます． しか

し社会を，人聞がその•I•に生存している環境の特定のものとして，これをと らえま

すH与に， HumanEcologyの小に包括することも可能であると考えます．この場合，

人11¥lがi体をひとつのフィードパックの｜則的として考えなければなりません．

臨l木医学における Individualit証tの1:n姐Lt.，これらの条件の小で形態・分化・ 機能

の問題として，また， Personlichkeitあるし、は Krankheitsformの問題へと発股する

ものと考えております．

近代臨床医学の問閥として． 初めてこれを病!i!U:.Jm学の立場からおtきましたのは，

ドイ Yのハイデルベルヒのルードルフ ・クレールで1938年に初めていたしました． ま

た．医学的な人主（l生態学として，公従~ii '. I 二 'C:｛~ と附；！」、医q:'t.!:統合的に休系化1.'{iち，てまし

たのは．ケンブリッジのレス リー・バンク ス教段でございます． その後の尭！肢とレた
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しま して特別におすべきものは， Human Bch:t vior の IJ[-'1et1：大 きく新 し く臨J~；、i欠’＇｛：へ

将入されたことでござし、ます．また，＇ I＝.物リズムI}) ·~・；；＿)jf1'・1'1 然環境のリズムとの｜民l

辿でj(l求されたものが， Behaviorの川辺iとのll!l&f:：をもったことになったものでごさ

い主す． ト.i必の臨床氏ザ：におけるマクロ（（）なアブn--+Ii'., iグロ的なアプロ－ -Jーと

JI，；に侃々 1ri:1l_（な，C、lルヵ：，＼！~..殺されて米たのであります．

地球！における人川を合めてのJけめの11:({ 0）川山~. r.•;:, l~~ I欠γ：.~u.滋氏’＂［：・’l物乍

. ',,.( (s：’Y：・ J也fl：化’＇｛： ~fの 1'(.Jめから~~；；0-(1旬ILJ 》 j山M~ 1'!'-J1こ li! I ’）~して ， 人H\J を；.；めて’I •. (I{-: 

＇／；：.公ι似附する11f能性をjjJぷするものがライフ ・サイエン久だと払は考えます．

人！日l ~I ＝.作の .f!ll法一ーを考える場合には，生物学的なミクロ （Iサアプ ロ ーチの rn'l.t さは．

JMU1＇~な与 えブJをもっJ汁こ，広務があります． たとえば. ~ I =. (,irの迎1,;m：の法院にはjl'.i(.L、
子が分 r レベルで’＇／；：. '.M:'. て‘あることが•F:'l.tであります. lii]ll!j＇に’｜．物は外界に対しIHI欣さ

れた・／7-、テムでありますから，外界のit化に，（J比；してl’lLよ合会化させながら. － － ~H 、

次記lこはえながら安定的にl'J己を維持しているのでふり tす．

クロード ・ ベルナールやキャ ノンによって 11,•lえられ主したホメオステーシ7、の慨念

も．今日に：t,;l、ては一般の微悦的環境”命であって．外：.（｛・のJ1l1.Wf.への得与Ii大きいと，i

わなければなりません．

分 f'I~物学によるj立伝の解明と，生物環境E；命の｛1'1み 1f(，ねによりまして，人川村会の

t!d'I：ヵ：n・.i"<'I・物ヴ：「l'-Jに191らかにされてきているように！ιレ：Eす．

人川社会がその特色 とするものは，まず泊’~ . ；ニ Sociogcnctic ↑11iff！伝j主のメ カニズ

ムlよ人似社会とl制度に関係するものであって，l;'itl!が次のlll:fにに｛ぷ追される ｛.0）てご

ざし、ます． また， ·［－｛；系によってその1i'i 判iヵ：叉'H~i l；るメ カニズムヵ：｛｛｛t：ーする心とてし

あると店、います Sociogcnetic System が生物n然出Jflの • I ’で． 人m礼会進化の ），~縦を

Jili：すことはlリl~かでございます．その•I•に人I: ~J的教炎治：｛ぷ述受作さ，lL Jるこ とも経験的

可]i:主として？：Jiられております．

’ト1句の｜’It二日l二｛正を危う くする原境汚染のi::i題は科ザ：技術のj住w.生Y.r:l生の1：『JJ：によ
る生活水準の向J・.. ltH＇己耐祉の 1科大の，Jj1hjの副次1'1'-ii:t:物と してはあまりに爪人ーな品川

があると考えます． 今 日， t i'i阪の氷の ’ I•のf枚以l i . 故＇ i ＇ ~r ’：j-: ,1,' f!l;j呼.1：の研究によjI ば．

50< l 1:'. 1ifに大きな減少を示しているそうであり交す．支た． i:;f化による~1.:·t1'lにより

ます的iiiil'l1'i I 1 ＼：の J •,Y／大の結果と考え られます． 以内全ガ y、のツ：~.＇.＇..＜（ ’ I •におけるげIJJIH 土， -di;

外似な吸収して n;u.u：の上引が耐fffこはられ るもので， ノド （ 1＇（ーの ｜：川による｜時j也のfιi:~11J:

考えられる場合も.wv-;1Jではありますがあり｛りるこ と・cごさ’L、ます．また.;J( il~ ＇.Aヵ：
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凝結して雲となり太陽の照射量を減らすことによりまして，生物体への影響も考えら

れなければなりません. i＇）染物＇ttのii仕水 ・地F71くへの佼入による針。百的生物の汚染，

さらに，放射性物質のMff投~~による生物のi＇］染による被ili等も無視できません. liX. 

射線~I：二物学の進歩によ って，放射紘によるj印式変b'~がゆi らかtこなってきた今日におき

ましては，核尖験のあ：i:~ r~~：も将米の人fiiの生イがをおびやかしていると Ji＼＼， ‘ます. 'ti!す

るに，l’lt!.¥m!R:の変化が｜恨肢をたIえる場合には，人聞による制御は不可能になってし

まいます．そこに，生物全体を人11¥Jの立場を含めて多元的に， 1:.ffの火全をWlさなけ

ればなりません．

GN Pが2ff~になりますと tiiti l唱·~·.1；者の数が 3倍になることも定説になっておりま

すーこ の，，，で特殊な紛糾i/:iJ'I：＿の肱策によって，むしろl Oif.1:11に減少せ しめIllた ·WJ~ も

ま~ I1：山ILております. Mfll1公；1；はGN Pとバランスし，行ISd i化公·，~；とも街娘な関係にご

ざL、ます．

｜’1 ru~v~iの， ，，における fl'.会加Ji'／＇.についてのti'ftl¥I公；l汀（Jjからの枚.i-[l:t，まだ院だしく

少ないのでございます.1?o1'f公’，1i1(1jの対泊以上のii:[jを立与するものと，与えます．

人ii:］の生存の耳｜！訟を考えて米米社会を也s泣するか，局地（I句，短JUI的なは）jを！f!ねる

かは．人1::1の生存にとって述命の岐路をなすものだと思います．生物の辿知性を考！む

して．ミクロ的アプローチとマクロ的ア プローチの総合によってポ米をill設すへきだ

と考えますーありがとうございました．
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